
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

手
話
動
画
を
配
信
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杉す
ぎ

浦う
ら

あ
き
ら
［
70
歳
］

鷲
田
区（
現
）

　

皆
さ
ま
の
支
援
に
よ
り
、
3

期
目
の
当
選
を
さ
せ
て
い
た
だ

　

皆
さ
ま
の
ご
支
援
に
よ
り
、

大
好
き
な
幸
田
町
の
た
め
に
働

く
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

お
一
人
お
ひ
と
り
の
小
さ
な

声
を
聴
き
、「
よ
く
聴
き
、
よ

く
動
き
、
女
性
の
目
線
で
未
来

を
考
え
る
」
を
、
モ
ッ
ト
ー
に

働
い
て
参
り
ま
す
。

　

今
後
の
人
口
増
に
対
応
す
る

た
め
、「
子
ど
も
を
安
心
し
て

育
て
ら
れ
る
環
境
整
備
」「
高

齢
者
・
障
が
い
者
の
支
援
拡
充
」

「
男
女
共
同
参
画
、
個
性
を
認

め
合
う
社
会
の
推
進
」「
防
災
・

防
犯
対
策
の
充
実
」「
手
話
言

語
条
例
の
制
定
」な
ど
に
向
け
、

き
め
細
や
か
な
課
題
や
ニ
ー
ズ

を
敏
感
に
キ
ャ
ッ
チ
し
て
、
女

性
な
ら
で
は
の
視
点
で
町
政
に

届
け
て
参
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ま

が
、
今
住
ん
で
い
る
地
域
で
若

者
も
、
高
齢
者
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
人
生
設
計
を
描
き
、
安
心
し

て
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

今
回
の
統
一
地
方
選
挙
で
、

身
近
な
は
ず
の
地
方
政
治
に
対

す
る
有
権
者
の
関
心
を
ど
う
高

め
る
か
、
議
員
の
な
り
手
不
足

へ
の
取
り
組
み
を
含
め
、
検
討

す
べ
き
課
題
が
浮
き
彫
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
課
題
を
含
め
議

会
改
革
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
住
民
の
皆
さ

ま
の
幅
広
い
世
代
の
意
見
や
要

望
を
で
き
る
だ
け
多
く
お
聞
き

し
て
、
議
会
に
届
け
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
さ
ま
の
ご
支

援
、
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

き
、
2
期
目
の
時
以
上
に
そ
の

責
任
の
重
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
時
代
に
入
っ
て
い

ま
す
が
、
愛
知
県
内
の
市
町
村

と
比
べ
て
も
、
幸
田
町
は
ま
だ

ま
だ
人
口
が
増
加
し
て
い
く
と

思
わ
れ
ま
す
。
特
に
町
内
に
お

い
て
は
、
共
働
き
の
若
い
人
々

が
多
く
、
子
育
て
環
境
の
施
設

が
不
足
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
、
子
育
て
環
境
の
整
備
、

健
康
な
生
活
環
境
づ
く
り
な
ど

を
推
進
し
て
い
き
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
が
安
心
し
、
楽

し
く
生
活
で
き
る
よ
う
な
幸
田

町
を
築
い
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り

都つ

築づ
き 

一か
ず

三み

［
75
歳
］

大
草
区（
現
）

　

三
た
び
町
政
の
場
で
働
く
機

会
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
責
任
の
重
さ
を
自
覚
し
つ

重
要
と
な
り
ま
す
。
明
る
く
、

楽
し
く
、
仲
良
く
暮
ら
せ
る
為

に
も
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
自
主
的
な
防
犯
活
動
の
推
進

を
図
り
、
隣
人
に
よ
る
声
か
け

運
動
の
意
識
高
揚
の
方
途
を
提

案
し
ま
す
。

つ
初
心
を
忘
れ
ず
住
民
の
皆
さ

ん
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
議
員

活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

光
明
寺
川
で
の
ポ
ン
ツ
ク
活

動
延
べ
2
万
人
の
方
々
に
参
加

し
て
頂
き
ま
し
た
。
40
年
間
続

け
て
い
ま
す
オ
イ
ス
カ
活
動
で

の
緑
化
活
動
や
、
東
日
本
大
震

災
で
黒
松
の
植
林
支
援
活
動
の

経
験
を
活
か
し
て
、
桜
や
モ
ミ

ジ
の
樹
木
を
楽
し
む
森
林
公
園

を
提
唱
し
ま
す
。

　

ま
た
、
自
然
や
文
化
の
豊
か

な
我
町
を
訪
ね
て
見
た
い
と
思

え
る
よ
う
な
、
観
光
地
の
整
備

を
進
め
る
べ
く
、
地
元
の
考
え

を
具
現
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
発
展
の
続
く
幸
田
町

に
は
、
防
犯
活
動
は
ま
す
ま
す

緑
豊
か
で
安
全
な

魅
力
あ
る
町
に

水み
ず

野の

千ち

代よ

子こ

［
67
歳
］

岩
堀
区（
現
）

一
人
の
小
さ
な
声
を

聴
き
町
政
に

私の抱負
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子
育
て
世
帯
は
引
換
券
を

個
別
に
送
付
。
引
換
券
を
金

融
機
関
で
金
券
と
交
換
す
る
。

　
　

チ
ラ
シ
、ポ
ス
タ
ー
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
知
ら
せ
る
。

Ｑ　

利
用
で
き
る
店
舗
は
。

Ａ　

町
内
業
者
で
手
を
上
げ
た

店
舗
。

Ｑ　

利
用
期
限
は
。

Ａ　

今
年
10
月
１
日
か
ら
翌
年

の
２
月
末
日
ま
で
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

※
各
議
員
の
抱
負
は
、
議
席
番

号
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

軽
自
動
車
税
環
境
性
能
割

税
額
は
ど
の
よ
う
に
な
る
か
。

Ａ　

軽
減
に
よ
り
約
２
０
０
万

円
の
減
収
と
な
る
見
込
み
。

Ｑ　

グ
リ
ー
ン
化
特
例（
軽
課
）

の
見
直
し
は
。

Ａ　

令
和
４
年
度
分
か
ら
電
気

自
動
車
等
に
限
定
す
る
も
の
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

10
月
の
消
費
税
率
10
％
へ
の

引
き
上
げ
に
伴
い
、
全
額
国
費

で
低
所
得
と
子
育
て
世
帯
を
支

援
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

事
業
。
最
大
２
万
円
で
２
万
５

０
０
０
円
分
の
買
い
物
が
で
き

る
。

Ｑ　

対
象
者
は
。

Ａ　

住
民
税
非
課
税
者
５
０
０

０
人
。

　
　

子
育
て
世
帯
で
、
２
０
１

６
年
４
月
２
日
か
ら
２
０

１
９
年
９
月
30
日
生
ま
れ

の
２
０
０
０
人
。

Ｑ　

申
請
、
周
知
は
。

Ａ　

非
課
税
者
は
本
人
の
申
請

が
必
要
。

監
査
委
員
（
議
会
選
出
）

　

杉
浦
あ
き
ら
（
鷲
田
区
）

　　

大
嶽
弘
氏
の
任
期
満
了
に
と

も
な
う
。（

全
員
賛
成
で
同
意
）

個
人
町
民
税
関
係

　

令
和
３
年
度
か
ら
、
個
人
町

民
税
の
非
課
税
の
範
囲
を
児
童

扶
養
手
当
受
給
者
で
、
前
年
の

合
計
所
得
金
額
が
１
３
５
万
円

以
下
の
ひ
と
り
親
に
拡
大
。

Ｑ　

対
象
者
数
と
影
響
額
は
。

Ａ　

４
人
で
10
万
７
５
０
０
円
。

軽
自
動
車
関
係

　

令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら
令

和
２
年
９
月
30
日
ま
で
に
取
得

し
た
自
家
用
軽
乗
用
車
の
環
境

性
能
割
の
税
率
を
１
％
軽
減
。

　

本
町
の
現
在
の
人
口
は
4
万

２
０
０
０
人
強
で
あ
り
ま
す
。

毎
年
人
口
は
増
加
し
て
い
る
幸

田
町
で
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
町
会
議
員
選
挙
は
、

二
期
連
続
無
投
票
で
終
り
ま
し

た
。
果
た
し
て
こ
れ
で
良
か
っ

た
で
し
ょ
う
か
。

　

今
後
、議
会
改
革
に
つ
い
て
、

議
会
の
有
様
、議
員
の
有
様
等
、

町
民
の
皆
様
と
一
緒
に
な
っ
て

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
だ
け
で
な
く
、

町
政
も
同
じ
で
あ
り
ま
す
。
人

口
が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
、

行
政
運
営
も
む
ず
か
し
く
な
っ

て
き
ま
す
。
快
適
で
住
み
や
す

い
町
を
望
む
の
は
町
民
の
願
い

で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の

数
年
、
全
国
で
地
震
や
集
中
豪

雨
で
大
き
な
災
害
が
続
き
ま
し

た
。
本
町
も
安
全
、
安
心
な
町

づ
く
り
に
傾
注
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
議
会
と
し
て
行

政
を
し
っ
か
り
監
視
・
チ
ェ
ッ

ク
し
、
町
民
の
た
め
に
幸
せ
な

幸
田
町
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
の
御
支
援
、

御
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

笹さ
さ

野の 
康や

す

男お

［
72
歳
］

里
区（
現
）

町
政
と
議
会
の
有
様

を
考
え
る

監
査
委
員
を
選
任

第
一
回
臨
時
会

町
税
条
例
の

一
部
改
正

令
和
元
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　

９
６
０
０
万
円

編
集
後
記

　

５
月
８
日
、
議
会
広
報

特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

編
集
委
員
も
新
た
な
メ
ン

バ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　

「
議
会
だ
よ
り
」
は
、

町
民
と
議
会
の
架
け
橋
と

し
て
、議
会
を
身
近
に
感
じ
、

あ
り
の
ま
ま
を
わ
か
り
や

す
く
伝
え
る
役
割
を
持
っ

て
い
ま
す
。
引
き
続
き
ご

愛
読
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

丸
山
千
代
子

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長	

丸
山
千
代
子

副
委
員
長	

水
野
千
代
子

委　
　

員	

足
立　

初
雄

　
　

〃	

　

野　

房
男

　
　

〃	

伊
澤　

伸
一

　
　

〃	

鈴
木　

久
夫

　
　

〃	

都
築　

幸
夫

　
　

〃	

石
原　
　

昇

発
行
責
任
者

議　
　

長	

稲
吉　

照
夫委員長 議　長 副委員長

私の抱負




